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美化センターフェア開催！
〜リサイクルセンター１周年記念〜

その他のイベント

ごみの掘り出し市

エネルギー
　　　講演会

ペットボトルキャップ
アートを作ろう！

と　き　３月24日（日）９時30分～14時30分
ところ　美化センター ほか

　平成30年４月から稼働を開始したリサイクルセンター１周年記念として、町民の皆さんが施設に来ていた
だくことで、ごみやし尿の処理の流れや身近な環境問題など、実際にふれあうことで学べる「美化センターフェ
ア」を開催します。
　美化センターフェアだからこそできるイベントが盛りだくさん。施設見学では普段は入れないところまで見
学をすることができます。

〇施設の裏側を見てみよう
　　リサイクルセンター施設見学
　　し尿処理施設見学
〇電気の相談会
　　湘南ベルマーレペインティングシールの配布
〇美化センターをくまなく見てみよう
　　スタンプラリー、環境クイズラリーの開催
〇�ごみの減量や資源化のコツを身につけよう
　　生ごみ処理容器の展示・あっせん
　　ごみで作った手作りゲーム会場
　　ごみの分別ゲームに挑戦
〇はたらく自動車を見てみよう
　　20ｔ大型ごみ運搬車の試乗・撮影
　　ごみ収集車によるごみ回収の実演

内容：「暮らしの中のエネルギーから地球温暖化を考えよう」
講師：西田　裕子 氏
　　　（公益財団法人自然エネルギー財団
　　　気候変動グループマネージャー）
時間：10時30分～正午
定員：40名（先着順）
申込：３月１日（金）～

　ごみの中から出てき
た、使用できるものを
安価で販売します。
例：木製家具、小物
　　　　　　　　など
時間：９時30分～11時
　　　正午～13時30分

　自分たちで作ったアートをリサイクルセンター
に掲示しよう！作るデザインは当日のお楽しみ！
時間：13時～14時30分
定員：５組（先着順）
対象：10歳以下の子どもと保護者
申込：３月１日（金）～

※景品も用意しています！

問・申美化センター・環境課　☎（72）4438

　今月号と併せて、平成31年度ごみ収集カレンダー
を配布します。
　ごみ収集カレンダーは半年ごとの両面刷りと
なっています。９月終了
後、誤って廃棄しないよ
うご注意ください。
　また、紛失された方に
ついては、役場の町民課
窓口、国府支所、美化セ
ンターでお受け取りくだ
さい。
問環境課
　（美化センター内）
　☎（72）4438

平成31年度版
ごみ収集カレンダー配布のお知らせ
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▼
と
き
　
３
月
17
日
（
日
）

13
時
～
15
時

▼
と
こ
ろ
　
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
さ

ざ
ん
か
荘

▼
締
切
り
　
３
月
15
日
（
金
）
ま
で

▼
交
通
　
役
場
と
支
所
か
ら
運
行
す

る
バ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ
く
か
、
自

家
用
車
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

役
場
発
：
12
時
30
分
、
支
所
発
：
12

時
45
分

問･

申
福
祉
課
　
☎
内
線
３
１
５

　
表
彰
式
は
２
月
９
日
（
土
）
平
塚

市
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

問
下
水
道
課
　
☎
内
線
２
１
４

　
昨
年
、
大
好
評
だ
っ
た
、
作
っ
て

遊
べ
る
「
紙
相
撲
大
会
」
を
開
催
し

ま
す
。
賞
品
や
参
加
賞
を
ご
用
意
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　
当
日
は
、
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
に

よ
る
演
技
と
楽
器
の
演
奏
体
験
、
綿

菓
子
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の
無
料
配
布

も
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
公
益
財
団
法
人
神
奈
川
県
下
水
道

公
社
主
催
の
下
水
道
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
で
、応
募
総
数
４
，４
３
６
点
の
中

か
ら
次
の
５
名
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

▼
と
こ
ろ
　
鴫
立
庵

　
　
　
＊
雨
天
時
は
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
献
香
、
献
茶
、
献
詠
、
尺

八・
一
絃
琴
献
奏
、
献
花
、
献
詠
俳 

句
・
短
歌
披
講
、
入
選
者
表
彰

【
俳
句
大
会
】

▼
受
付
時
間
　
10
時
～
正
午

▼
受
付
場
所
　
鴫
立
庵
　

▼
席
題
　
当
日
発
表
（
一
人
２
句
ま

で
）

▼
表
彰
　
１
位
～
10
位

▼
表
彰
会
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

研
修
室

　
桜
の
花
を
こ
よ
な
く
愛
し
3
月
末

に
最
期
を
迎
え
た
西
行
の
遺
徳
を
偲

び
、
ま
た
俳
諧
道
の
振
興
を
目
的
と

し
て
鴫
立
庵
円
位
堂
前
に
て
行
い
ま

す
。

　
式
典
及
び
事
前
に
献
詠
さ
れ
た
俳

句
・
短
歌
の
表
彰
、
当
日
参
加
で
き

る
俳
句
大
会
・
短
歌
大
会
を
実
施
し

ま
す
。

【
開
催
日
】

３
月
31
日
（
日
）

【
式
典
】

▼
と
き
　
11
時
～
正
午

第
62
回 

大
磯
西
行
祭
を
開
催
し
ま
す

昔
遊
び
・
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
で
楽
し
も
う
！

世
代
交
流
イ
ベ
ン
ト

下
水
道
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
５
名
が
入
賞
！

【
短
歌
大
会
】

▼
受
付
時
間
　
式
典
終
了
～
12
時
45

分▼
受
付
・
表
彰
会
場
　
保
健
セ
ン
タ 

ー
１
階
　
保
健
指
導
室

▼
席
題
　
自
由
（
一
人
２
首
ま
で
）

▼
表
彰
　
１
位
～
10
位

問
産
業
観
光
課
　
☎
内
線
３
３
４

　
１
月
30
日
に
高
規
格
救
急
自
動
車

を
更
新
し
ま
し
た
。
こ
の
救
急
車
は
、

主
に
大
磯
地
区
を
管
轄
と
す
る
車
両

で
す
。

　
今
回
、
更
新
さ
れ
た
車
両
の
特
徴

と
し
て
、
四
輪
駆
動
で
坂
道
で
も
力

強
い
走
り
と
な
り
、
さ
ら
に
外
観
の

赤
色
灯
や
内
装
の
照
明
に
は
、
全
て

Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
低
電

力
で
あ
り
、
か
つ
視
認
性
が
良
く
安

全
性
を
高
め
た
車
両
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
車
両
内
の
資
器
材
に
つ
い
て
も
、

傷
病
者
の
観
察
、
処
置
等
に
優
れ
た

最
新
鋭
の
資
器
材
を
導
入
し
て
お
り
、

以
前
よ
り
も
活
動
し
や
す
く
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
日
々
多
様
化
す
る
災

害
に
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
に
訓
練
、

研
鑽
を
積
み
重
ね
て
い
き
ま
す
。

問
消
防
署
　
☎（
61
）０
９
１
１

　
坂
本
よ
志
子
さ
ん
（
大
磯
）
が
１

月
に
満
百
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
健
康
に
留
意
さ
れ
、

元
気
に
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

問
福
祉
課
　
☎
内
線
３
１
５

百
歳　お

め
で
と
う

　
　ご
ざ
い
ま
す

高
規
格
救
急
自
動
車
を
更
新

優秀賞
竹内　裕人
（国府小）

入賞
武本　茉空
（国府小）

入賞
飯野　祥大
（大磯小）

入賞
皆川　凌空
（大磯小）

入賞
阿久津　茉央
（国府小）

◇
ポ
ス
タ
ー
の
部

◇
書
道
の
部


